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研究成果の概要（和文）：日本のスポーツ文化は、欧州のそれが地域社会のクラブによって支えられてきたのとは対照
的に、学校の運動部活動によって支えられてきた。では、この日本固有のスポーツのあり方である学校運動部活動は、
いかにして形成・拡大・維持されてきたのか。この問いに研究代表者は継続的に取り組んでいる。その一環として本研
究では、学校運動部活動の歴史的展開を、a)明治20年代から現在までの、b)中等教育機関を対象に、c)実態・政策・言
説の視点から、d)事例分析による個別史と、e)米・英との比較も加えて、総合的に考察した。

研究成果の概要（英文）：In many countries, youth sports are centered around community clubs outside of 
school, but in Japan there is a system of extracurricular sports activities affiliated with the school, 
in which many students participate. Japanese schools do not only offer curricula according to the 
government's course of study, but also set extracurricular sports activities. Japanese teachers do not 
only teach students inside the classroom, but also manage extracurricular sports activities outside the 
classroom. This system of extracurricular sports activities is a distinctive aspect of the Japanese 
school education and differs from systems in foreign countries. Then, how the system itself was 
established? Why were sports connected to schooling in Japan? In order to answer these questions, this 
study tried to collect historical documents and to describe a history of extracurricular sports 
activities in Japan.
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１．研究開始当初の背景 
 日本では、青少年のスポーツ活動の中心は、
学校の運動部活動である。学校は課外活動で
ありながら運動部活動を用意し、教師はボラ
ンティアでありながらその指導を担う。こう
した学校運動部活動がこれほど大規模に成
立している国は、日本以外に無いといってよ
い。欧州や北米では、学校ではなく地域社会
のクラブが中心であり、学校に運動部活動が
ある場合も、その規模や教師のかかわりは日
本に比べて小さい。そこではスポーツが学校
教育と切り離されてきた。対して日本では、
運動部活動として、一見すると教育とは無関
係に思われるスポーツが学校教育活動とし
て編成され続けてきた。つまり、学校運動部
活動の成立状況が示唆しているのは、スポー
ツと教育の日本特殊的な関係である。こうし
た日本特殊的な関係がいかにして構築され
るのかを明らかにするため、研究代表者は日
本固有のスポーツのあり方である学校運動
部活動が、歴史的にどのように形成され、拡
大してきたのか、そして現在においてどのよ
うに維持されているのかという、その形成・
拡大・維持過程を探究している。 
 こうした探究は、日本のスポーツ文化の基
盤とその国際的特徴に関連することから、ス
ポーツ科学全体にとって重要である。しかし、
先行研究はそれに十分に答えられなかった。
具体的には、まず現在における運動部活動の
「維持」過程を明らかにしてこなかった。現
在の運動部活動を対象とした研究は、その意
義や問題点、社会的機能を明らかにしてきた
が、反面で、運動部活動自体がどのように維
持されているのかを論じてこなかった。これ
に対して研究代表者は、中学校のフィールド
ワークと学校・教師対象の質問紙調査を実施
し、組織レベルの分析から、学校の組織編成
や学校—保護者の関係が運動部活動の存廃に
与える影響を考察し、個人レベルの分析から、
ボランティアでありながら運動部活動に積
極的にかかわる教師の意味づけ方や実践の
あり方を考察してきた。これらによって現在
の運動部活動の「維持」過程は明らかになり
つつあった。 
 しかし、運動部活動が歴史的にどのように
形成され、拡大しながら現在に至るのかは、
依然として明らかではなかった。運動部活動
の「形成・拡大」過程は、体育・スポーツの
通史研究で部分的に扱われるか、ごく少数の
事例分析があるのみで、その蓄積は十分でな
かった。これに対して研究代表者は、「形成」
過程に関して、わが国初の学生スポーツ団体
である東京帝国大学運動会の事例を考察し、
「拡大」過程に関して、戦後運動部活動の政
策的展開を考察した。しかし、それでもなお、
a)明治 20 年代の萌芽期以来の通史は不完全
であり、b)高等教育に比べて中等教育に関す
る検討が不十分であり、c)政策以外の実態や
言説の検討が不足し、d)事例分析の数も少な
かった。さらに日本の特殊性を示すためには、

e)日本のモデルとなった米・英の運動部活動
の歴史的背景と比較する必要があった。本研
究は、これら a)〜e)を乗り越えて、運動部活
動の「形成・拡大」過程という歴史的展開を
総合的に考察することを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、学校運動部活動の歴史的
展開を、a)明治 20 年代から現在までの、b)
中等教育機関を対象に、c)実態・政策・言説
の複数の視点を組み合わせ、d)全体史に加え
事例分析による個別史も描きつつ、e)米・英
との国際比較も行いながら、総合的に明らか
にすることであった。 
 
３．研究の方法 
 この目的を達成するため、具体的な分析課
題として、第１に、明治 20 年代から現在ま
での運動部活動の実態･政策･言説に関する
通史的に分析すること、第 2に、戦後運動部
活動に対する教師集団の意識の変遷を分析
すること、第 3に、米・英における運動部活
動の歴史的展開に関する文献調査を実施す
ることを設定した。 
 
４．研究成果 
 主な研究成果は次の 3つである。 
 第 1 に、明治 20 年代から現在までの運動
部活動の通史を描いたことである。とりわけ、
戦後以降の歴史的展開を詳細に検討し、それ
を、(1)民主主義的確立期（1945年～1953年）、
(2)能力主義的展開期（1954 年～1964 年）、
(3)平等主義的拡張期（1965 年～1978 年）、
(4)管理主義的拡張期（1979 年～1994 年）、
(5)新自由主義的／参加民主主義的再編期
（1995 年以降）、の 5つに時期区分した。こ
うした時期区分が示唆するのは、運動部活動
の戦後の拡大過程が、とくに(1)・(3)・(4)
の時期における学校教育の民主主義化・平等
主義化・管理主義化と密接に連動してきた可
能性である。言い換えると、運動部活動がこ
れほどまでに大規模になった歴史的背景に
は、民主主義的な教育を実現するため、平等
主義的な教育を実現するため、管理主義的な
教育を実現するために、スポーツが必要とさ
れたからであると示唆された。一見すると教
育とは無関係に思われるスポーツが学校の
中で行われ、教師の手によって指導されてき
た背景には、こうした日本特殊的な歴史があ
ることが明らかになった。 
 第 2に、戦後運動部活動を支えた教師集団
の意識の変遷を描いたことである。戦後の教
師たちは、一方で「教師の運動部活動への従
事は、教育か、それとも労働か」という葛藤
を抱えながら、もう一方で「運動部活動に全
生徒が自主的に参加するには、どうすればよ
いか」という難問に向き合ってきた。それゆ
えに、運動部活動が選手中心主義に傾くこと
を否定したり、必修クラブ活動の設置を否定
したり、運動部活動そのものを社会体育に移



行することに躊躇したりしてきた。その帰結
として、戦後の教師たちは運動部活動を消極
的ながら維持し続けたことが明らかになっ
た。 
 第 3に、米・英の運動部活動の歴史に関す
る文献を部分的ながら蒐集・整理したことで
ある。日本の運動部活動の国際的特徴を示す
ためには、その明治導入期や戦後改革期のモ
デルになりながら、結局は、日本ほど大規模
化することはなかった米･英の運動部活動の
歴史と比較し、その異同を検討する必要があ
った。しかし、わが国に紹介されている米･
英の体育･スポーツ史は、教科体育中心であ
り、運動部活動の史的全体像は不十分であっ
た。そこで文献調査を実施し、運動部活動の
展開に関する日･米･英の比較史的考察を試
みようとした。ただし、蒐集できた文献の質
と量はテーマの大きさに比して十分であっ
たとは必ずしもいえず、これから本格的な国
際比較研究に進むための課題が浮き彫りに
なった。 
 以上を踏まえながら、研究成果の総括とし
て、日本の学校運動部活動の形成・拡大・維
持過程のプロセスをまとめた。 
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